
 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年 「算数科」 ノートに工夫がいっぱい！ ６年 「外国語科：Mｙ Best Memory」 

～高見小ＨＰトピックスを活用して，取組・交流の共有化を工夫していきます！～ 
２学期を振り返って，全体での交流はもちろん，異学年交流もなかなか難しい現状です。単学年での動きだけとなっている状

況下において，３学期はそれぞれの学年の頑張りや学習内容を伝え合う場の工夫としてＨＰを活用してお昼の放送でも発信して

いきたいと思います。 

第１回目は，始業式と児童玄関プチリニューアルについてでした。そのコメントは，児童会長の吉原くんにお願いしました。 

吉原くんは「ぼくは，児童会として３学期の目標が２つあります。一つ目は，自分の公約を実現させることです。みんなが 

しっかりと体を動かす行事を工夫して計画し，運動不足を防ぐこととみんなを笑顔でいっぱいにしたいと思っています。僕たち

は，３月には卒業します。前期・後期の児童会で頑張ってきたことを次のリーダーとなる５年生に引き継いでいってほしいので，

今からしっかりつないでいくための工夫を考えていきたいです。」としっかりと決意を語ってくれ，とても頼もしく思いました。 

今後も新しいトピックスのアップと共にお昼の放送を通じて全校での共有化を図っていきたいと思います。保護者の皆様もＨ

Ｐで子供達の学校生活の様子をお子さんと一緒にみて感想をいただければと思います。 

３年 「国語科と社会科がつながっている？」 １年 「国語科：おはなしをかこう」 
中谷アドバイザー様にも誉めていただきました！ 

２年 「算数科」 全員発表を目指して！ 

５年 【音楽科」 優しい美しい歌声 

「３学期スタート！」２週間での高見っ子の輝く瞳と頑張る姿を紹介します 

令和３年１月２１日 

尾道市立高見小学校 

校長 冨 保 直 子 「未来を拓く 心豊かな たくましい高見っ子の育成」 

     ～気づき！考え！幸動する！～ 

１月７日に１年間の締めくくりとなる３学期がスタートして，２週間が過ぎました。初日は全員出席で元気な笑顔

がいっぱいでとてもうれしく思いました。この冬休みはそれぞれのご家庭でも静かな年末年始を過ごされたことと思

われます。３学期は始まったものの厳しい状況に変わりありません。緊急対策期間も２月７日まで延長となりました。

今まで以上に気を緩めることなく，皆の心を一つに感染拡大防止策を徹底強化していきましょう。１月の参観日もこ

の状況の中，中止の決断をしました。このように３学期も状況を見ながらの学校運営となりますが，皆様のご理解と

ご協力をよろしくお願いいたします。また，子供達には，医療従事者の方々への感謝の気持ちや周囲の人への「思い

やり」の心を持って行動できる人になってほしいと願っています。 

輝け！高見っ子 

≪始業式の式辞（一部抜粋）≫ 
『一年間のまとめとさらに次の年に向けての準備の時でもある３学期は，一年の中でも特に重要な学期です。節目となる大きな

行事に向けて，それぞれの学年で計画的に準備し，全校での楽しい行事も形を変えて出来るといいですね。これから始まる３学

期の行事は，みんなの知恵や工夫で，みんなで創り上げる思い出に残るものにしていきましょう。 

「ピンチはチャンス」「失敗は成功のもと」・・・いろんなことがあってもくじけず，あきらめず，しっかり前を向いて，一日一

日をより大切にできる３学期にしていきましょう！』 

 

≪こんなクラスに！≫・・・３学期の代表委員を中心に次の学年を意識した目標を設定・・・ 
１年生：げんきでやさしい，ルールをまもるクラス 

２年生：全員がわすれものをしないクラス，全員がだれにでもあかるいあいさつができるクラス 

３年生：外で積極的に遊ぶクラス 感謝の心を忘れないクラス 

４年生：ルールを守るクラス，お互いに助け合えるクラス 

５年生：５分前行動ができるクラス，ベル着ができるクラス 

６年生：最高学年として，下学年のお手本となる正しい行動ができるクラス 

・・・「こんなクラスにしたい！」「そのために，今の自分はこんな風になりたい，こんな【幸動】をしていきたい！」と力強い

決意表明をしてくれました。素敵な公約を一つ紹介します。 

 『私は，感謝の心を忘れないクラスにしたいです。この公約を達成するために，地域の人やお家の人，先生や友だちに「あり 

がとう」はもちろん,あいさつをしていきたいです。いつも笑顔でいることを心がけたいです。』 

「３学期は次の学年への０学期」・・・３学期の学級代表が目指すクラスの姿です！ 

校長室だより№９ 

★ある保護者の方からの 

応援エールです。 

「逃」⇒「挑」に！ 
うまくいかない時，あきら

めないで，形を変えて挑戦

（チャレンジ！挑む！） 

これぞ，今求められている

視点かもしれませんね！ 


